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ラドンを有効に活用

登山の歴史をたどる
図書館で企画展

町内の花こう岩を含む地質から湧出す
る温泉には、ラドンを多く含む放射能
泉があります。放射能泉は、ラドンの
微量の放射能が痛風や関節リウマチな
どの炎症に効果があるとされていま
す。また、菰野町で以前実施したラド
ン熱気浴の研究では皮膚血流量が上昇
し、血行促進の可能性が示されました。
そのため、菰野町の温泉や山間部を満
喫することが健康増進に繋がると考
え、これから町の地域活性化にラドン
を生かせるよう調査を進めています。

花こう岩には天然に存在する
放射性物質のウランが含まれ
ています。ウランが崩壊して

いく際、ラドンという放射性物質が発生します。
ラドンは無味無臭、無色の気体で地面から空気中
に拡散します。空気中のラドンは検出キットを用
いて活性炭に吸着させ、有

ゆう
機
き

溶
よう

媒
ばい

に抽出して測定
します。現在菰野町と連携し、町内 70 か所で空
気中のラドン濃度の調査を進めています。
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◀左の検出キットを山中に設置し、中に入ってい
る活性炭にラドンを吸着させます。

「いざ御在所岳へ～文献
にみる登山の歴史～」と
題して、天

あま
野
の

信
さだ

景
かげ

の随
筆「塩

しお
尻
じり

」や菰野藩 10
代藩主の土

ひじ
方
かた

雄
かつ

興
おき

が書き
つづった紀行文「おくや
まふみ」の原文を展示し
た企画展を現在、町図書
館で開催しています。詳
しい解説や現代語訳など
とともにわかりやすく展
示しているため、過去の
偉人たちが現代と同様に
地蔵岩や蒼滝といった名
所を楽しみ、秋には御在
所岳の紅葉を眺めていた
ことなどがわかる展示と
なっています。

鈴 40
年
間 

山
々
の
姿
を
撮
り
続
け
た

鹿
山
脈
は
、
山
々
に
よ
っ
て
含
ん

で
い
る
岩
質
が
異
な
り
、
特
に
八

風
峠
か
ら
鎌
ケ
岳
の
南
ま
で
は
花
こ
う
岩

が
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
花
こ
う

岩
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
奇
岩
が
多
く
の

名
所
を
つ
く
り
出
し
、
山
の
絶
景
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
鈴
鹿
山
脈

で
し
か
撮
れ
な
い
絶
景
の
数
々
を
収
め
て

き
た
風
景
写
真
家
が
片
出 

実
さ
ん
で
す
。

　
片
出
さ
ん
は
、
40
歳
か
ら
地
元
の
山
々

を
撮
り
始
め
ま
し
た
。「
当
初
は
５
年
く

ら
い
あ
れ
ば
、
鈴
鹿
山
脈
の
写
真
は
全
て

撮
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で

す
が
、
足
元
を
見
て
み
れ
ば
見
落
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収
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。
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日本写真作家協会会員
風景写真家

自然の大切さ、美しさ、そして写真
を撮る喜び、見てもらえる喜びを噛
みしめながら景色を写してきまし

た。納得した写真が撮れるまで朝でも夜でも何回も山に
通い、粘り強く山々を写真に収めてきました。そのため
一枚一枚、写真を撮ったシチュエーションは鮮明に覚え
ています。風景写真は自然が相手ではありますが、苦労
して何度も通って努力していれば
自然が応えてくれる気がします。
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▲ラドンは空気中に拡散
しやすいため、採取し
てすぐ山中で測定準備
を施します。

動画編集を始めた際、その編集素
材として選んだものが登山でし
た。最初は登山者へのルート案内
から始めましたが、温泉地や名所
など観光資源が豊富なことから、最近では鈴鹿山脈の
魅力全般を PR するようになりました。鈴鹿山脈は、
日帰りで登りやすい山々でありながら、登山の優しさ
も厳しさも感じられる素晴らしいス
ポットです。山の歴史や背景を知っ
てから登れば、さらなる発見がある
と思うので今後は鈴鹿山脈の背景や
登山のさらなる魅力が感じられる発
信を続けていきたいと思います。
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収
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も
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Mt.Gチャンネル

撮りたいイメージを考える日々

思考が全て山へ向かっていく

山特集
に魅せられて
Discovering the value of mountains

写真上『御在所岳山上の秋』		 	 写真右上『シロヤシオ満開』
	 	 	 	 	 写真右中『クライマーの世界』
	 	 	 	 	 写真右下『山上暮れる頃御在所』

40 年間の作品を収めた「心
うるおす山便り 鈴鹿山脈の
自然」（片出 実 / 著）は、町
図書館でご覧いただけます。
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息
を
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絶
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、
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の
姿
を
伝
え
ま
す
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